











































































































































































アトラジン 1207 919 606 897 966 930
486 445 393 454 374 366
トリフルラリン 227 457 438 410 770 693
メトリブジン 121 153 205 165
エンドスルファン 16 30 72 46 33 34
殺カルバリル 238 143 246 268 166 130
虫 シペルメトリン
165 206 245 285
フェンバレレート 657 639 614 625
剤マラチオン 423 149 621 505 277 149
メソミル 47 37 40 45
ジネブ
殺ジラム
96 68 94 68 76 76
63 51 40 35 32 10
菌ベノミル 51 65 92 78 113 98
剤マンコゼブ 9802 7297 6157 8747 7894 6194






炭酸ナトリウム未添加 73 9．9 農薬名 回収率％ CV％シペルメトリン 101 3．5



















































農産物名 農薬名 検査実施年　農協数　　保健所名 検査結果　　検出限界値　残留基準値
トウモロコシ　　アトラジン
（検体数13）　　アラタロール






アラタロール　　H15，1162 苫小牧 nd 0．002 0．2＊1
　玄米
（検体数15）
マラチオン H14 1 倶知安 nd 0．002 0．1＊1
　イチゴ
（検体数24）
メソミル H14，15 1 倶知安 nd～0．002　　　　0．0011＊2
ダイコン
（検体数15）




























































































ア 0．076 4／22，　8／5 ア 0．358　4／28，29，8月上旬カ 0．189 不明
イ 0．085 4／22，　8／5 イ 0．286　4／28，29，8月上旬キ 0．189 不明
ウ 0．006 4／22，　8／5 ウ 0．020　4／28，29，8月上旬ウ 0．001 不明
工 0．082　　5／1～3，8月上旬　　工0．108　　5／9～11，8月上旬ク 0．173 不明
























































イ 0．137 8／5 0．041 8／1 不検出　　使用せず
ウ 不検出　　使用せず　　不検出　　使用せず　　不検出　　使用せず
工 不検出　　使用せず　　不検出　　使用せず　　不検出　　使用せず
オ 不検出　　使用せず　　0．003 7／3 不検出　　使用せず
調査結果：mg／kg，3検体の平均値，食品衛生法残留基準値：1．Omg／kg
使用農薬＝ミクロデナポン，保健所：渡島，品種名：あかつき，白鳳大久保，よしひめ
採取時期：9月上旬
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計した結果，各農…薬の使用状況は平成11年から13年にか
けて調査した結果6）とほほ伺様の傾向を示したが，一部の
農薬について使用量の増加傾向及び減少傾向がみられた．
　使用実態調査の結果から，使用量の多い農薬と農産物の
組み合わせを選び341項目の残留実態調査を行った．
　除草剤については，トウモロコシ13検体中のアトラジ
ン及びアラタロールならびにダイズ30検体中のアラタ
ロールの残留調査を行った．その結果，いずれも農薬は検
出されず，除草剤の残留性は低いものと考えられた．
　殺虫剤については，玄米15検体中のマラチオン，イチ
ゴ24検体中のメソミル，リンゴ45検体，モモ45検体及
びダイコン15検体中のカルバリル，キャベツ33検体，バ
レイショ15検体及びダイコン15検体中のシペルメトリン
及びフェンバレレートの調査を行った．その結果，果実類
のカルバリルは，農薬使用の履歴があると残留が認められ
ることが明らかとなった．しかしながら，使用量，使用時
期が他の生産者と同じでありながら，残留値の低い事例が
認められ，使用法などの改善により農薬の残留を抑制する
ことが可能であると考えられた．その他，メソミル及びシ
ペルメトリンで一部残留が認められたが，いずれも従来の
安全性の基準値を下回っていた．殺虫剤は，虫の発生する
夏期に多く使用され，作物に直接触れることが多く，また
農産物の収穫iまでに時間が短いことなどから，最終農産物
に残留する可能性が高いと考えられるので，今後も継続的
に調査を続けることが望ましいと思われる．
　殺菌剤については，モモ15検体中のジラムの調査を
行った．その結果，すべての検体で検出されず，残留性が
低いことが確認された．
　終りに臨み，本研究は食品安全対策調査研究予算により
遂行されたことを付記し，ご協力を頂いた北海道保健福祉
部食品衛生課，関係保健所ならびに各農協各位に深謝いた
します．
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